
令和８年第１回米子警察署協議会開催状況 

開催日時 令和８年２月24日(火)午後２時00分から午後３時30分まで

開催場所 米子警察署   　

 委　　員 澄川委員、本田委員、岡田(隆)委員、岡田(充)委員、 
 (定数12人) 吉村委員、辻谷委員、足立委員 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  以上７人
出 席 者 

 警　　察 山田署長、池本警務課長、西畑生活安全課長、中村交通第
一課長、千葉地域課長、安本警備課長、警務課員 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上７人

議　　　事　　　概　　　要

１　挨拶 
　　委員及び警察署長が挨拶を行った。 
 
２　令和８年鳥取県警察運営指針及び重点目標 
　　警務課長が、令和８年鳥取県警察運営指針及び重点目標について報告した。 
 
３　令和７年中の管内の犯罪情勢等 
　　警務課長が、令和７年中の米子警察署管内の犯罪情勢等について説明した。　 

 
４　令和７年中の米子警察署の取組活動状況 

警務課長が令和７年中の米子警察署の取組状況について、生活安全課長が犯罪
抑止対策等について、交通第一課長が交通事故抑止対策等について、警備課長が
大規模災害対処訓練の実施等についてそれぞれ説明した。委員からの主な意見、
質疑等とそれに対する警察の回答は次のとおりであった。 

委員：米子署運動会はとても良い取組だと思った。チーム分けはどのようにし
たのか。 

　　警察：職員を年代別に分け、各チームの年齢構成が同じになるように配慮した。 
　　委員：特殊詐欺事件の被害総額が何億円にものぼるが、どのような方法で振り

込ませるのか。 
　　警察：ＡＴＭや銀行の窓口では、一度に多額の現金を振り込ませることができ
　　　　ないので、ネットバンキングを利用させたり、金融機関を変えさせたりし

 　　　　ながら、何日にもわたって振り込ませている。
 　　委員：自転車の防犯登録制度は盗難防止に有効か。

　　警察：自転車の防犯登録制度は、自転車の盗難防止と盗難時の早期発見・返還
を目的とした制度である。自転車を購入される場合は登録してもらいたい。 

　　委員：最近、高島屋から駅前周辺をパトロールしているが、子どもたちに会う
 ことが少ないので、米子市内の現状を教えてもらいたい。

　　警察：子どもたちが集まる場所は時代とともに変化しており、最近では、ＭＥ
ＧＡドン・キホーテ米子店周辺に集まっている。また、ＪＲを利用して、
他の地域から来る子どももおり、乗換え駅である東山公園駅や後藤駅など、

 拠点となる駅での犯罪が増えている。
     委員：自転車を施錠していても盗難被害に遭うことがあるのか。
　　警察：ワイヤー錠が切断されたり、馬蹄錠が壊されたりして盗難被害に遭うこ

 　　　　とがある。
 委員：自転車の運転方法等について説明していただきたい。

警察：自転車は、原則、道路の中央から左側部分の左側端に寄って通行する。
歩道は、標識が設置されているところや13歳未満の子ども、70歳以上の人、
体の不自由な人が運転するとき、車道の通行が危険なときは通行しても良

 いが、歩行者優先のため、歩行者がいれば徐行して通行する。
委員：自転車の交通事故対策は、小・中学生、高校生、高齢者を対象に実施さ



 れていると思うが、我々保護者世代に対しても実施してもらえないか。
警察：高等学校を訪問し、学生にチラシを配布する際、保護者にもそのチラシ

を見てもらえるように呼びかけ、保護者への周知も図っている。そのほか、
広報検問等で、保護者世代を含む、ドライバーに対する広報を実施するこ

 とで、同世代へも浸透するのではないかと考えている。
委員：高齢者が横断歩道のないところを横断しようとする姿をよく見かけるが、

 横断歩道がないところでも停止しなければいけないのか。
警察：横断歩道がなくても、歩行者の通行を妨げれば、横断歩行者妨害が成立

する場合がある。交通状況に応じて速度を落とし、歩行者の様子を確認し
 てもらいたい。

 
５　要望 
　　委員：令和８年度から地区自治連合会に防犯協議会を設置するのに伴い、防犯
　　　　協議会に駐在勤務員の参加をお願いしたい。 
　　警察：要望のあったとおり、参加させていただく。 
 
６　その他 
　　次回協議会は、令和８年６月末頃に開催する予定である。


